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実験に供した細胞壁は培養菌体 (A群化膿連鎖球菌、12型、 S. F.42株)を Braun の装置で破壊し、分
画遠心、蛋自分解酵素処理を行って分離、精製した。また細胞壁溶解酵素 (L -11酵素)としては
Flavobacterium L-11菌の培養上清の硫安塩析物を Sephadex によるゲルロ過、あるいはCM-セルロ
ースカラムにまるクロマトグラフィーにより分離精製したものを使用した。
被験細胞壁はGlu 残基 (500mμ モ j机 mg) 1.0モルあたり 2.4モルの L-Ala 、1.0モルの D- Ala、1. 1
モルのLys、1.6モルのグルコサミン (GlcN) 、 (0.5) モルのムラミン酸 (Mur) 、 2.9モルのラムノース
(Rlam) 、 0.2モルの総リン、1.0モルのNH3 を主要な構成成分とし、 Munoz らの報告と異なりグルコ
ースは全く検出されなかった。
本細胞壁にL-11酵素を作用させると最大80%の OD減少がみられ、 Glu 残基1.0モルあたり 0.71




LMW を Amberlite CG由 120カラムクロマトおよびロ紙電気泳動法によって分画し、 7 種類のペプ
チドを単離した。これらについてアミノ酸組成、 N- およびC- 末端アミノ酸を同定・定量し、かっ
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Edman 分解により N-末端部分の構造を解析し、これらのペプチドが L-Ala→D -(iso) ー Glu→レ
Lys →D-Ala のテトラペプチド、 2 つのペプチドユニットが L-Ala → L-Ala の架橋を介して一方
のC -末端位の D-Ala 残基のCOOH 基と他方のLys 残基の ε 一NH 2基との聞で結合したデカペプチド、
さらに 2 つのテトラペブ。チドが D-Ala →Nε ーLys によって直接結合したオクタペプチドなどであるこ
とを決定した。以上の分析結果より、被験細胞壁ペプチドグリカンのペプチド部分は上述のテトラペ
プチドを構築単位とし、これらのユニットが L-Ala → L-Ala を介して、あるいは直接結合したネッ





中白血球数減少作用のあることが明かになった。最少有効量は体重 2 kgのウサギに対しO.lmg であっ
た D な ÌJ'発熱作用の検定には断食断水させた安静状態のウサギの直腸温を測定した。





た限りの用量(最大いずれも 2 .Omg) では準備因子としても惹起因子としても作用しなかった。









膿連鎖球菌 (12型、 S. F. 42株)の細胞壁ペプチドグリカンのペプチド部分の基本構造を明かにする
とともに、これまで物理的に破壊して得た細胞“破片"という形でしか認められなかった発熱作用、
流血中白血球数減少作用、エピネフリンに対する皮膚感受性を増加させる作用などの病理作用がC 多
糖体ーグリコペプチド複合体と考えられる可溶性画分として捉えられることを示した。
以上の点より、浜田君の論文は歯学博士の学位請求に十分価する論文と認められる。
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